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環境制御型豚舎の暑熱対策に関する調査 

［要約］ 当所の環境制御型豚舎の暑熱対策として、細霧の噴霧による気温の変化と

肥育豚の生産性について検討したところ、細霧の噴霧により夏季の肥育豚の日増体量

は増加した。また、細霧の噴霧条件は、噴霧場所を豚舎外とし換気量を高めた条件で

外気と豚房内の気温差が最も大きく、対照区に比べて気温が低下した。 
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［背景・ねらい］ 

 微生物脱臭システムを備えた環境制御型豚舎は、脱臭効果は高いが、ウインドレス豚舎

であるため夏季の豚舎内の気温が高く、暑熱対策が課題である。そこで、夏季に微細な細

霧を噴霧し、豚舎内の気温の変化と肥育豚の生産性について検討した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 細霧は、令和 4 年７～10 月に豚舎軒下の外気取入口（豚舎外）に設置したノズルで間

欠的（噴霧１分、停止２分）に噴霧した。 

2 ８月の日中（10～16 時）の豚舎内の平均気温は、豚舎外で細霧を噴霧した令和４年

が、細霧を噴霧していない令和元年より低く推移した（図１）。 

3 ６～８月に導入した肥育豚の日増体量は、豚舎外で細霧を噴霧した令和４が、細霧を

噴霧していない令和元年より高かった（図２）。 

4 細霧の噴霧条件は、舎外噴霧×高換気で外気と豚房内の気温差が最も大きく、対照区

に比べて気温が低下した。豚舎内の湿度は全ての条件で対照区に比べて上昇した（表

１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 細霧の噴霧条件は、噴霧場所を豚舎外（豚舎軒下の外気取入口）及び豚舎内（豚舎中

央通路）、換気量を高換気（排気ファン 45.4Hz）及び低換気（排気ファン 25.0Hz）と

し、それぞれを組み合わせて設定し、対照区は細霧なしで高換気とした。 

2 豚房内に外気を送風するために、令和２年に豚舎内の給気口に風向板を設置した。 

 



 

［具体的データ］ 
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表１ 噴霧条件毎の豚舎内外の気温の変化 

図１ ８月の日中（10～16 時）の豚舎内気温 

図２ 導入月毎の肥育豚の日増体量 

平均値±標準偏差

気温差
B-A

対照 32.1 ± 1.8 32.0 ± 1.5 -0.1 57.8 ± 6.8
舎外噴霧×高換気 31.9 ± 1.5 30.9 ± 1.5 -1.0 65.8 ± 6.4

対照 32.4 ± 1.5 32.1 ± 1.4 -0.3 60.9 ± 6.9
舎内噴霧×高換気 32.2 ± 1.2 31.3 ± 1.2 -0.8 64.7 ± 7.5

対照 32.0 ± 1.3 32.2 ± 1.2 0.2 57.1 ± 6.1
舎外噴霧×低換気 31.8 ± 1.6 31.9 ± 1.2 0.2 66.8 ± 3.6

対照 30.1 ± 1.8 30.1 ± 0.5 0.1 53.9 ± 3.5
舎内噴霧×低換気 30.0 ± 2.4 30.4 ± 0.6 0.4 61.3 ± 5.4
※対照は高換気、細霧なし
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